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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月1日(2013.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
運動ニューロン栄養因子（ＭＮＴＦ）ペプチドを含む、インスリン受容体及び/又はイン
スリン様成長因子（IGF）受容体を活性化させるための組成物。
【請求項２】
前記ＭＮＴＦペプチドが配列番号：１又は配列番号：４の配列を有する、請求項1に記載
の組成物。
【請求項３】
前記インスリン受容体及び/又はインスリン様成長因子受容体が、インスリン受容体、Ｉ
ＧＦ－１受容体及びＩＧＦ－２受容体からなる群より選択されるいずれか１つ以上である
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、請求項1又は2に記載の組成物。
【請求項４】
前記活性化は、インスリン受容体のＴｙｒ９７２およびＴｙｒ１１６２／１１６３の自己
リン酸化である、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項５】
前記インスリン受容体又はインスリン様成長因子受容体が、胚性幹細胞に存在するもので
ある、請求項1～4のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
前記インスリン受容体又はインスリン様成長因子受容体の活性化により、前記胚性幹細胞
が胚様体の形成を介して神経幹細胞へ分化する、請求項5に記載の組成物。
【請求項７】
前記インスリン受容体又はインスリン様成長因子受容体の活性化により、前記胚性幹細胞
が胚様体の形成を介して運動ニューロンへ分化する、請求項5に記載の組成物。
【請求項８】
前記胚様体が前記ＭＮＴＦペプチド及びレチノイン酸の存在下で形成される、請求項6又
は7に記載の組成物。
【請求項９】
前記胚性幹細胞が哺乳動物由来の胚性幹細胞である、請求項5～8のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１０】
前記胚性幹細胞がヒト胚性幹細胞である、請求項5～9のいずれか一項に記載の組成物。


	header
	written-amendment

